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骨盤神経は主と し て 膀胱と 直腸 に 分布 し . そ の 求心
系は. 尿意 , 便意 な ど骨盤内聴系 の 意識 に の ぼ り 得る
臓器感覚 , な ら び に骨 盤内臓痛覚1ト3)を伝達す る と 共
に , 排尿お よ び排便反射 , 骨盤神経腹庄反射等4) に 必
須の 役割を は た して い る .
山本ら4卜7)は腹圧反射 を指標と した 場合 , 骨 盤神経
の熟L､性径路 は . 脊髄側索を上行 し . その 主な 反 射中
枢は延髄の 外側網様体 に 存在す るが , 橋 も又 こ の 反射
に影響を持 っ 事を証 明 し た . 誘発電位並 び に 微/ト電極
法に よ っ て 検索す る と , 骨盤神経刺激 に 対す る 著明 な
反応 は . 延髄の 外側網様体 , 並 び に 橋吻 側の 背外側網
様体から得 られ る8).
尿意お よ び便意 に み られ る骨盤臓器の 感覚は , 明ら
かに局在的 に 分離し て 認識し得 る感覚 で あ る 事実 よ
り. 著者は骨盤神経直腸枝お よ び膀胱枝を そ れ ぞ れ電
気刺激L . 橋お よ び延 髄で 誘発 電位 を 記 録し . 両者 の
求心系路を検索し た .
実 験 方 法
実験に は体重2 ～ 4 kgの 成描42匹を使 用 し た . 麻
酔は thia myla r s odiu m 20m g/kg 静艦 内注射 し
た . 気管切開を施し気管カ ニ ュ ー レを 挿入 した . ポ リ エ
チ レ ン チ ュ ー ブを股 静眼に 挿入し , 2 % galla min e
triethiodide の 静注 に よ り非動化 し , 人工 的 に 陽 圧
呼吸を維持し た . 手術創お よ び固定器圧
■
点 に は 1% キ
シ ロ カ イ ン を注射 した , 次 い で 山本ら4) の 方法 に 従 っ
て . 腹部正 中切開に よ り骨 盤神経 を露出し た .
骨盤神経 は, 第1 ～ 第3仙骨神経 か ら 出 て 構成 さ
れ, 骨盤陛下部の 後腹膜腔結合組織内 を走 り 直 腸側
壁. 勝軋 尿道問で 骨盤神経そ う を形成す る . 一 方下
腸間膜神経節か ら出た下腹神経 は . 直腸 側面に 沿 っ て
下降し骨盤神経そ う の 吻側部に 合す る . 骨盤神経 そ う
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は , 直 臥 勝取 尿道, お よ び生殖器な どに そ の 分枝
を送る . 図1 は堆成枯骨盤神経分布の 模式図 で あ る .
直腸枝 は3 ～ 4集の 細 い 神経束 より なり ( 直腸枝と す
る)t 膀胱枝 は 1 ～ 2条の より 細い 神経束( 膀胱枝 と
す る) で あ る . 前者は La ngley ら9)の r e ctal br-
a nch に 相 当 し , 後 者 は v e sical br a n ch お よび
u rethr o･ V e Sical br a n ch の 一 部に 相当 する . 図 1 の
如く それ ぞ れ の 神経束に 2m m間隔の 双極刺激電極 を
装着 した . 電極周囲 に 絶縁膜を置き . 又近傍に 位置す
る 閉鎖神経 を圧挫切断し, 電流漏洩に よ る障害 を避 け
た ･ 必要 に応 じ て 坐骨神経を露出し, こ れ に 4 m m 間 隔
双極電極 を装着 し た . 次に 後頭下関頭 をな し . 硬膜を
切開, 小脳お よ び延髄下部を露出し . 体温 に 温 め た流
図 1 骨盤神経分枝の 模式図 (堆ネ コ)｡
P : 骨盤 神経 H : 下腹神経 B : 膀 胱
U: 尿 道 V: 膀胱枝 R : 直腸枝
(矢印は刺激電極装着部位)
Pr ojectio ns of pelvic n er ve affere nts , eSpeCially r e ctal a nd vesic al bra n ches. in the
lo wer brain stem . Tats ushi 伽ji, Depart m ent of Neuros urgery, (Directo r : Pr of. S.
Ya ma m oto), Scho ol of Medicin e, Kan azaw a Univ e rsity .
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動 パ ラ フ ィ ン を用 い て 乾燥 を避 け た . 末梢神経刺激 に
は アイ ソ レ ー ク ー を介 し た電子管刺激装置 (日 本光電
製 MS E-3 R. M S E-40) に よ り . 一 般 に は0.5m s e c,
5Vの 矩形波電流を使用 し た . こ れ は骨盤神経 の 場合
に は . gr o up Ⅲ 線維 を興奮さ せ 腹圧反射を お こ す
に 十分 な強さで あるtO).
脳幹の 誘発電位の 記録 に は , 直径25 0〟の タ ン グ ス
テ ン 線を電解研磨 に よ り先端 を約50〟と し ､ 絶 縁 に は
テ フ ロ ン を用 い た . 電位記録 は単極誘導で お こ な い C
- R増幅器(日本光電製 R B-2) に より 増幅 し , こ れ を
電子計算機 (A T AC 50 卜1日 本光電製) に よ り 平均
加算 し , Ⅹ - Y レ コ ー ダ ー ( 横 河社製 Ty pe 3077)
で記録し た . 増幅器の 時定数 は0.3秒 に 設定 し た . 脳
幹 へ の 電極挿入 は. 山本 ら‖) の 考案 した特殊な定位固
定器 に よ り , 脹高下縁 一 外耳孔を 水平規準面に 対し35
度傾斜さ せ . 定位的に こ れ を お こ な っ た . こ の 方法 は
垂直 に 別人する電極が骨性 テ ン トと はば 平行 と な り t
又第Ⅳ脳室底 に はぼ垂直 に な るた め 構お よび 延髄 の 系
統的検索 に好都合で あ る .
記録の 終了後 t電極を 陰性 と し て 直流通電 し, 電極先
端位置 に微/ト抱傷を作製 し た . 実験終了後 , 脳 を10%
ホ ル マ リ ン で 固定し. 凍結連続切片 ニ ッ ス ル 染色 に よ
り組織学的に 記録部位を検索 した .
結 果
t . 誘発電位分布
骨盤神経直腸枝, お よび 膳胱枝 に 2 秒間隔で 単発刺
激 (0.5m se c, 5 V) を 加え , 得 られ た議発電位 を前
者 は10臥 後者 は20 回そ れ ぞ れ 平均加算 し た . 一 般 に
深麻酔下 の 実験 . 或 い は低 体温を き た し た も の で は誘
発電位 が誘発さ れ稚く . 又電極 を装着 す る と神経枝 の
損耗が著 しく . 長時間の 実験 に 堪え た実験例数 が制約
さ れ た . 最も著明な反応が得ら れ る 延髄 の 外側網様体
で , 直腸枝刺激 に よ っ て50〟V以 上 . 勝 胱枝 刺激 に よ
り25〟Ⅴ以 上の 誘発電位 が得 られ た 実験 9例 に つ い て ,
3 41点 を選ん で 検索の 対象と し た .
下位脳幹で 記録さ れ る 誘発電位 は , 一 般 に 初期陽性
相に続 い て 陰性相が みら れ る 2相性 の も の で あ る . 橋
吻側部お よび 延髄 に お ける 記録 の 代表的実験例 を 図 2
に 示す. 初期陽性相の 振幅が , 15～ 24〃V , 2 5～ 4 9〟
Ⅴ, 50〟Ⅴ以上の 3群 に わ け , 又 陰性相の 振幅が25 ～
4地Ⅴ, 50〟Ⅴ以上の 2群 に わ け , 誘発電位 の 分布 を 図
3に 示し た . A ～ F は各断面 の 直腸 枝刺激 に よ る 誘発




は膀胱枝刺激 に よ る 誘発電位 の
分布で ある .
子
1 ･ 外耳孔面 より 吻側 3 m mの 断面 ( 3例)
直腸枝刺激 に 対す る反応( 図2 A･ 図 3 A) は. 結合
腕t 外側毛帯 ･ 内側毛帯 の 問 の 管外側網様体 に . 初期
陽性5仙 V以上の 誘発電位 が得 られ る が ･ 内 側 網様体
に は , 2地 Ⅴ前後の 低電位 の もの が わ ず か に 記 録さ れ
る に すぎ なか っ た ･ 網様体で 得 られ た記 録の 殆ん どす
べ て は初期陽性単相 の 波形 を示し I 陽性 相に 続く50〟
Ⅴ以 上 の 陰性相を持 っ 2相性の 波形を示す も の は , 3
例申 1例 に お い て の み . 結合腕お よ び腹外側細様体に
各1回得 られ た に す ぎ な い .
膀胱枝刺激に 対す る反応(図2A
′
, 図 3 A
′
) は. ほ
ぼ直腸枝の 場合と同様 の 分布を示す が電位 の 大畠さは
や や小さ く , 直腸枝刺激 の もの よ り 一 般 に20～ 30%減
少す る .
2 . 外耳孔面の 断面 (2例)
直腸枝刺激 に 対す る反応( 図3B)は , 三 叉神経中脳
路核 , 三 叉神磋 運動核 , 内側毛幕 の 問 の 外側観様体
に , 初期陽性高
■
電位 の も の が 記録 さ れ た . 陽性相に続
く陰性成分 は . 20′｣V前後 の低電位 の も の が 外側網様
休 で 数 ケ所で み ら れ た に す ぎな い .
膀胱枝刺激に 対する反応( 図3B
′
)は , ほ ぼ 直腸枝
の 場合 と同様で あ り , そ の 電位は20% 前後小さ か っ
た .
3 . 外耳孔面よ り尾側3 m mの 断面 (3例)
直腸枝刺激 に 対す る反応(図 3C)は, 三 叉神経脊髄
路核 , 上 オリ ー ブ核 , 絹線の 問の 網様体 に広く記録さ
れ る . 陽性相が50JJV以上の 反応が得 ら れ た の は , 上
オ Iノ ー ブ核背側 の 腹側網様体に 限ら れ . こ れ に対し内
側網様体で は25～ 4紬 Vの も の が多 く言己録 で き た ..ほ
とん どす べ て の 電位 は陽性相 の み か ら な っ て 陰性成分
を欠き , 2 相性の 反応が得ら れ た の は三 叉神経脊髄路
核を含む外側網様体で 数 ケ所に す ぎ なか っ た .
勝胱枝刺激 に 対す る反応(園 3C
′
) は. 直 腸 技 の 場合
と 同様の 分布 を示す が , す べ て より 低電位で あ っ た . 陰
性成分の 記録 さ れ た もの は1個 に す ぎ な い .
4 . 外耳孔面 より 尾側6m mの 断面 (3例)
こ の 断面は灰自覚先端 よ り 約 2 m m吻 側 に 相当す
る . 直腸枝刺激 に 対す る 反応 ( 図2日. 図3 D)は . 網
様体内に 広く 分布す る . 誘発電位 の 形 は 2相性 を示し
50′｣Ⅴ以 上 の 高電位の も の は , 腹側お よ び 背内側網様
休に 多く記録 さ れ た . 図2Bに 示す 1 例 に お い て の み
内側前庭神経核 およ び脊髄前庭神経核 , 孤束核 に近 い
背側網様体 に , 初期陽性成分 を欠く か . 或 い は 5〟V
前後の 低電位陽性相を有 し , それ に 続く陰性成分が50
〟V以上 の 高電位の も の が記録で 重 た . 三 叉 神経脊髄
路核 , 疑核で も誘発電位 が記録さ れ た .
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図 2 橋 及び延 髄に お け る誘発電位
A 及 び A
′
: 外耳孔面 よ り 2 m m 吻側｡ 直腸枝(A)及 び
膀胱枝(A′) 刺激によ る誘発電位 ｡
B 及び B′: 外 耳孔面より6 m m 尾側｡ 直腸枝(B)及 び
膀胱枝(B′) 刺激に よ る誘発 電位 ｡
C及 び C
′: 外耳孔面 より8 m m 尾 側｡ 直腸枝(C)及 び
膀胱枝(C ′) 刺激 に よ る誘発電位｡
下向き陽性
A. B , C は10 回加算; A: BI C′ は20回加算
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図 3 骨盤神経直腸枝お よ び膀胱枝刺激 に よ る構 お よ び延髄 で の 誘発電
位分布
各図 の 断面は , 眼 領 一 外耳孔面に3 5度前傾 した面 に垂 直｡
A : 外耳孔面 より吻側3 m 叫 B : 外耳孔面, C ～ F : 外耳孔面より尾
側2, 6, 8, 10m m の 各断面｡
A ～ F ;各断面の 直腸技刺激 に よ る誘発電位分布 ｡
A
′ ～ F′;膀胱枝刺激に よ る 分布 ｡
◎ 陽性相 5 0〟Ⅴ以 上
● 25～4 9〟V
1 5～ 24〟Ⅴ











骨盤神経直腸枝 お よ び勝胱枝の 下位脳幹 へ の 投射
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膀耽枝の 刺激 に 対する反応(図 2B
′
, 図 3 D′)は ,
直腸校則激の 場合と異 っ て 孤束近傍 の 背側網様体 で は
記録さ れ 難く . 20〃V前後 の 低電位 の も の が 2 , 3 ケ
所で 記録さ れ る にす ぎな い . こ れ に 対 し内側及 び外側
網様体で は , 膀胱枝刺激に 対 す る反応 は , 直腸枝 の 場
合と ほ ぼ同様の 分布 を示す が 一 般 に前者 が低電位 で あ
り . こ れ は陰性相で 特に 著 しい .
5 . 外耳孔面よ り尾側 8 m mの 断面 ( 3 例)
直腸枝刺激に 対す る 反応( 図2C, 図 3 E)は , 網 様
体内に 広く 記録さ れる が , 陽陰性成分共50〃Ⅴ以 上 の
高電位 の もの は . 網様体外側核近傍の 腹外側網様体 .
お よ び背内側網様体 に 記録さ れ た . 下 オリ ー ブ核 で も
小さ な誘発電位 を記録 し得た . 後索核 で は 誘発 電位 は
一 般に ′トさ く , 初期陽性相 は15〟Ⅴ以下で , こ れ に 続
く 陰性相が5餌Ⅴ以上で あ っ た もの は1例記 録 さ れ た
に す ぎな い .





腸枝の 場合 と ほぼ 同様で あ るが ‥ 誘発電位 は陽陰性成
分共 一 般に 小さ く , 大部分 は20〟Ⅴ前後で あ り , 背 内
表1 誘発電位 の 潜時及 び持続
子
側お よ び腹外側網様体に お い て の み50〟Ⅴ以 上 の 電位
の も の が記録 で き た .
6 . 外耳孔面 より 尾側10m mの 断面 (3例)
直腸枝刺激 に 対す る 反応( 図3F)は , 網様体内に 広
く 記録 さ れ る が . 陽 陰 2相性で50〟Ⅴ以 上 の も の は外
側核を含む腹外側網様体 に 多く記録 さ れ た . 楔状束
核 , 舌下神経核近傍 の 菅側網様体 . お よ び下 オ リ ー ブ
核 を含む腹内側網様体で も25～ 50〟Ⅴ前後 の 誘 発電位
が記録さ れ た .
膀胱枝刺激に 対す る反応( 図3F
′
) は. 直腸 枝 の 場
合と はぼ 同様で あ る が . 誘発電位 は 一 般 に 小さ く . 50
〟Ⅴ以上の もの は t 外側核近傍お よ び楔状束核近く に
わず か に認 め られ る にす ぎ な い . 特 に 陰性相 に つ い て
は , 20〟Ⅴ前後の も の が外側核近傍 に 記 録 さ れ る に す
ぎなか っ た .
‡ . 溶暗お よび持続
誘発電位の 陽性相 の 振幅が , 直腸枝刺激に つ い て は
50〃Ⅴ以上 t 膀耽枝の 場合 は3地 Ⅴ以 上の も の を 選 び ,
橋 吻側管外側網様体部(P R)l 延 髄 網様体腹外側部
Initial late n cy (m s e c) Po si Ju ratio n(m s e c) Nega鵬du ratio n(m se c)
R .Ⅴ R Ⅴ R
Ⅴ
VLM
No. 1 4 14.3 14. 3 24.4 22.8 23. 9
田 19,9 1 9.9 40.3 35.2
24 15. 9 15. 9 25.4 23. 9 69.0 55.0
田 13. 14.3 26.5 26.5 79.5
34 24.4 ,24.4 1 6.4 16.4 64.0 64.0
田 21.2 21.6 18.6 18.6 42.4 42.4
凹 14.3 14.8 20.1 20. 1 40.8 29.7
1 7.61士 4. 24 14.79± 4. 07 24. 53 士 7.90 23. 6土 6.22 53. 27± 20.91 47. 8± 14.96




25.8 27.0 1 7,0 18.6 53.0 46.0
. 7 20.7 1 5.9 1 . 34.5
凹 16. 0 1 6.0 15, 9 15.9 31.8 29.2
20.83 ± 4. 90 21.23± 5. 52 16.27± 0.64 1 5.93士 2.65 39.77± 11.54 37.60± 11.88
N = 3 N = 3 N = 3 N = = 3 N = 3 N = 2
I M
37 20. 7 21.2 17.5 24.4 58.0 48.0
38 28. 0 為. 6 15.9 1 5. 9 4 2.4
24. 35± 5. 16 24.90± 5.23 16.70 ± 1, 3 2 0.15± 6.01 50. 2 ± 11.03
N: = 2 N = 2 N = 2 N = 2 N = 2
P R
四 19.6 1 9,6 28.9 27. 6
凹 25.4 25.4 18.0 14. 8
田 19.3 1 9.6 18. 6 16. 6
21. 43 土 3.44 21.53 ± 3, 35 21. 83 士 6.13 19. 67 士 6.93
N = 3 _N = =3 N = 3 N = 3
骨盤神経直腸枝お よ び膀胱枝の 下位脳幹 へ の 投射
(V L M). 腹内側部(V M M). 背側部 (D M) で 得 ら
れた記録の 潜時お よ び陽陰性相の 持続時間を蓑1 に 示
す .
港時は部位を問 わずt い ず れも直腸枝刺激 に よ る も
の が膀胱枝刺激 に よ る もの と 同じ か或 い は 0.1 ～ 1.2
m sec短かか っ た .
直腸校則激に よる 誘発電位 の 潜時 を 部位別 に み る
と, V L M が17.61 ±4.24m s e c( 7例) と 最 も 短 か
〈 . 次い で V M M が20.83±4.90m s e c(3例), PR
が21.43 ±3.44m s ec(3例) で あ り , D M は24. 3 5±
5.16m s ec( 2 例)と最も長か っ た .
陽性相持続時間は , D M を 除き直 腸 枝刺激 に よ る
方が膀胱枝 の 場合よ り . 1 ～ 5 m s e c長か っ た . 部位
別に みる と直腸枝刺激 に よる も の で は . V L M が24. 53
±7.90m s ec(7例) と最 も長く , 次い で P R. D M,
V M Mの 順 に 短か か っ た . 膀胱枝刺激 に よ る もの で は
VL M が23. 6±6 .2 2m se c(7 例) と最も長く , 次い
で D M, P R. V M Mの 順 に短 かか っ た . 陰性相 で
は何れも 直腸枝刺激 に よ るも の の 方が 2 ～ 14m se c長
く , 部位別に み ると , V L Mが最 も長く , D M, V M M
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の 順に 短か か っ た .
Ⅲ . 刺激電流 の 強さ と誘発電位
骨盤神経直腸枝お よ び勝胱枝 に 種々 の 強度の 刺激 を
与え ･ 延髄腹外側網様体で誘発電位の 変化 を検索 し た
( 図4). 両枝共2V以上の 強さで , 潜時20.4 5nl S e C
の 誘発電位 を生 じ , 刺激強度 を強め ると そ の 振幅 は次
第に 増大し.10Vで 最大 に 達する . 直腸枝刺激 の 場合 を
み ると (図 4 A), 1Vの 刺激で は反応 は得 られ ず , 2
Vで 初め て1餌Vの 陽性相 を有し , こ れ に 続 く 陰性相
が約16〟Ⅴの 2 相性誘発電位が記録さ れ る . 初 期 陽 性
相 の 振幅は , 4V刺激で は 2 Vの 時の 2倍 に . 1 0V で
は4･6倍に と 次第 に そ の 振幅は増大す る . 陽性 相 に 続
く 陰性相 も同様 に その 振幅 は増大し , 4 V刺激 で は 2
Vの 時の1.5倍 に . 10V刺激 で は4.3倍 と なる . 膀胱枝 に
つ い て も同様 の 事が認 めら れ , 1 V刺激で は反応 は み
られ ず . 2V刺激で陽性相 が14〟Vt 陰性相 が 5 〟Ⅴ の
2 相性誘発電故 が記録さ れ る . 陽性相の 振幅 は 4V 刺
激で は2 Vの 時の 2倍 に . 10Vで は3.2倍 に それ ぞ れ 増
大する . 陰性相に つ い て もその 振 幅 は 次第 に 増 大 す
る ･ 潜時お よび波形 に は認 む べ き変化が な か っ た .
｣
図4 骨盤 神経直腸枝及び膀胱枝刺激 の 強さ と 誘発 電位
A : 直腸枝刺激(10 回加算) B : 勝胱枝刺激(20回 加算)
数字 は刺激強度(Volt) を示す｡ 下向き 陽性｡




Ⅳ . 頻回刺激 の 効果
直腸桂城回刺激 に よる延髄腹外側網様体 で の 誘発電
位の 変化 をみ る と , 図 5に 示す如 く0.2c/s . 0 ･5c/s ･
お よび 1c/sで は 捌 副こ変化を み な い が 3c/sで は 陽陰
性成分共約50% に 減少 し , 5c/sで は初期陽性 相 は み
ら れな く な り , 10c/sで は も はや 反応 は得 ら れ な か っ
た .
膀胱枝の 場合も ほ ぼ同様の 変化 が み ら れ たが 5 c/s
刺激で は も はや 反応 は得ら れ な か っ た ･
Ⅴ . 直腸枝お よ び膀胱枝求心系の 相互関係
本実験で 最 もよ く高電位 の 陽陰 2相性誘発電位 を得
た延髄腹外側網様体で . 直腸枝お よび 膀胱枝求心系の
相互関係を検索 し た .
図6Aは膀胱枝 の 刺激 を直腸枝 の 刺激 に 先行 さ せ t
こ れ を10回平均加算 した も の で あ る . 直腸枝 お よ び膀
胱枝を同時 に 刺激し た時 , 誘発電位 の 加重 は認 め ら れ
な い . 繭枝 の 刺激間隔が2 m se cの 時 , 直 腸 枝 刺激 に
ょ る反応は抑制さ れ 膀胱枝 の 単独刺激 の 形 に 類似 す
る . こ の 関係 は , 刺激間隔 を漸次延長 して 30m s ec に
至る ま で続 く . 刺激間隔が50m s e cに お い て 始 め て ,
直腸枝刺激 に よ る電位 は コ ン ト ロ
ー ル の 大 き さ と な
り , 膀胱枝条件刺激 に よる 影響 はみ ら れ な く な る
′
･
図6Bは直腸枝刺激 を膀胱枝刺激 に 先行 さ せ , こ れ
を15回平均加算 し た も の で あ る . 両枝 刺激 に よる加重
は認 め ら れず . 両枝の 刺激間隔が 2 m s e cの 時膀胱枝
刺激に よ る反応 は抑制さ れ . 直腸 枝の 単独刺激の波形
を呈す る･. こ の 関係 は刺激間隔が 30m s e cま で 続く .
50m s e cの 刺激間隔で 初め て 膀胱枝刺激 に よ る電位は
コ ン ト ロ ー ル の 大き さ と なる .
図 7Aは膀胱枝を , 0.5m s e c. 2V の 強 さ で 種 々 の
頻度 で 連続的 に 刺激 し , そ の 間 に 直腸枝を0.5c/s , 5
V単発刺激 を加 え , こ れ を10 加平均加算 した記 録 で あ
る . 膀胱枝 を10 ～3 0c/sで 連続刺激 し た時 , 直腸枝刺
激 に よる 反応は . 陽性相 に つ い て は コ ン ト ロ ー ル の約
60% となり . 50～ 100c/s連続刺激で は最 も抑制され陽
性相 は コ ン ト ロ ー ル の 約30% とな る . 2 00c/s連続刺激
申で は コ ン ト ロ ー ル の42 %と なる . 陰性 相に つ い て も
電位 の 減少が認 め られ る が 膀胱枝 を50c/sで 連続 刺激
中最 も低電放 と なり コ ン ト ロ ー ル の 約64%と なる .
図 7B は直腸枝 に0.5m s ec. 1Vの 強 さ で 種 々 の 頻
で 連続刺激を与え . その 間 に お け る膀耽枝刺激に よ る
反応 で あ る . 膀胱枝 に は0.5c/s , 5V単 発刺激を加え
こ れ を13 回平均加算し た . 直腸枝連続刺激10c/s で は
勝胱枝試験反応 の 陽性相 は コ ン ト ロ ー ル の44 %に ･ 30
｣
図5 頻回刺激 に よ る誘発 電位の 変化
A : 直腸枝刺激(10回加算) B : 膀胱枝刺激(20回加算)
数字 は刺激頻度(% ) 数を示す○ 下向き 陽性 ｡
較正 ; 50iLV, 50m se C
骨盤神経直腸枝 お よ び勝胱枝 の 下位脳幹 へ の 投射
c/sで は22 %に それ ぞ れ減少する . 50c/s , 100c/s連続
刺激中で もそ れぞ れ61% に 減少す る ･ 200c/s連続刺激
の場合 は陽性成分 は コ ン ト ロ
ー ル の 大 き さ で あ る . 陰
性相に つ い て も電位 の 減少が認め ら れ . こ れ は直腸 枝
を10～ 50c/s, およ び200c/sで 連続刺激中 コ ン ト ロ
ー
ル の約34～50 % とな る . 100c/s連続刺激申で は , コ ン
ト ロ ー ル の 的66 %とな る ･
考 接
骨盤神経 (pelvic n e rv e) は副交感系 に 属 し ､ そ の
名称は La ngley
9)ほ)に よ っ て 名付 け ら れ ､ 現 在 も 最
も 一 般的に 用い られ て い る . La ngley
13)
は , 自 律 神
経の 定義を ,遠心系 に 限り. 内臓 の神経系に 含ま れ る求
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心系の 神磋成分 は ､ 一 般 の 体性神経 と同等の も の とみ
な し た . し か し , 内臓神経 . 迷走神経 , 骨盤神経等の
内職性神経 に 含 まれ る多量 の 求心他線姫川 は , 機能的
に は その 中の 遠心性成分 と は不可分 の 関係 に あり ､ 自
律系の 申に 求心系を も含 め るも の が多い .
mid brain o utflo w を 一 応除外す る と . 副 交 感系
は ∴延髄系 と仙髄系と に 分 けら れ , そ れ ぞ れ迷走神経
及 び骨髄神経を経る . こ れ ら は系統 発生的 に は 休符
(m etam e res) の 両軋 即ち o r o･ a n al sy?te m に 関
連 して 発達 しほ), こ の 系統が関連す る求心系 と共 に 自
律性と体性 の 中間の 性質を も つ 要素が多 い10)
骨盤神経の 線推構成 に 関 し て La ngley ら
.6) は ,
ネ コ 骨盤神経に 有髄神経線維 は3500 あり . そ の う ち 7
｣
図6 A: 膀胱枝条件刺激に よ る直腸枝試験反応(1 0 回加算)
B : 直腸枝条件刺激 に よる膀胱枝試験 反応(15 回加算)
R, Ⅴ : 直腸枝及び膀胱枝の 単独刺激に よ る誘発電位｡
数字は 各刺激間隔(m s e c)を示す｡ 下向 き陽性｡
較正 ;50/上Ⅴ, 50m s e C一
｣
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～ 12JJの も の が数十本 . 4 ～ 5〟が 数百 . そ の 他 は す
べ て 小径線経で あ り , そ の 3分の 1 が求心線経で あ る
と 述 べ て い る . Patto n=) は ネ コ 骨盤神経 の 求心 性有
髄線維 の ヒ ス ト グラ ム を 示 し , 3 ～ 4〃に 最 大値 を も
つ と記載 して い る . 骨盤神経申の 無髄神経 が ごく少数
で あ る事け)t8)を 考え ると ､ そ の 求心性線維 は殆 ん ど が
group EI (7 25m/S e C. 6 12.5m/S e C) に 属 す る
有髄神経 と考え ら れる . 山本川) は骨盤神経刺激 に よ る
腹圧反射 の 程度と S2 後根か ら得 られ た ele ctr o n e u-
r ogra m を比較し , 腹圧反射に 関与 す る 求 心 性線維
は25Im/s e c以 下の 伝導速度を有し ,そ の 刺激閥 値 は1.2
Vと述 べ て い る . 又石黒8) は骨盤神経 を刺激 し . 橋 及
び 延髄 で 2V以上 の 刺激強度で 誘発電位 を得 て い る .
山本ら2)1ト り冊 は , 骨盤神経刺激 で 著明な腹圧冗進 が
起る事を発見し , こ れ を Pelvic o ab do minal r e8e x
(骨盤神経腹圧反射) と呼ん だ . こ れ は , 排尿 , 排
便 . 更 に は骨盤内臓の 痛み 等に 関係 す る体性面 の 反射
と考え られ . そ の 求心路は下部胸髄 , 及 び腰髄 で は ,
側索 の 背側部を占め , 上部頚髄 で は側索 の 側方 で 表面
子
に 近 い 限局 した 部位 を通り ･ 延髄 の 下 オリ ー ブ核の高
さ で 外側網様体に あ る反射中枢 に 到達 す る 事を証明し
た0 石黒8Jは ネ コ 骨盤神経 を電気刺激 し下位脳幹 で誘
発電位を 記 録し た ･ 橋 で は , そ の 吻 側網様体管外側
部 ･ 延髄で は網様体腹外側部で 最も 高電位 の も の が誘
発 され ･ ま た 網様体腹内側部 ･ お よ び 背側部で も記録
して い る ･ 更 に膀 胱内圧を指標と し て , 延 髄網様体腹
外側部 は膀胱収縮 に あ ずか り . 網様体腹内側部はこれ
に 抑制的 に は た ら く事 を証 明し た , 橋 吻側背外側縞様
休も膀胱運動に 関係 し て い る と述 べ て い る . 池糾 )は
除脳 ネ コ で 骨盤神経 を電気刺激 し , 延 髄綿様胤 並び
に橋披蓋の 主と し て 背外側部お よ び縫線附近の 背単分
に誘発電位 を記録 して い る . 久留 ら20)は 骨 盤神経刺
激 . 脳幹郎切戟実験 よ り , 延髄 に 勝 胱収縮中枢がある
事 を証明し , 更に 延髄刺激 に よ る膀胱内圧変化を観察
し2り, 膀胱収縮中枢 は三 叉 神経脊髄根 と下 オリ ー ブ問
の 網様体に あ り . ま た膀胱弛緩中枢 は , 孤束内側の灰
白質 , お よ び舌下神経根近傍の 網様体 に 存在すると報
告 して い る . ま た膀胱収縮お よ び弛緩中枢 に お いて膀
++､++++‡
図7 A : 膀胱枝連続刺激中の 直腸枝試験反応(1 0 回加算)
膀胱枝に は 2Volt群刺激｡
β : 直腸枝連続刺激中の 膀胱枝試験反応(1 3 回加算)
直腸枝に は 1 Volt 群刺激 ｡
数字は連続群刺激 の頻度(塊) 数を示す｡ 下向 き陽性｡
較正 ; 50iLV, 50m s e c
｣
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本実験で は , 直腸枝 お よび勝胱枝と も 2 V以上 の 刺
激で 誘発電位が得ら れ , 誘発電位の 潜時で 伝導距離 を
割る計算を する と , 伝導速度は12～ 2 3m /s e cで あ っ
た . 即ち下位脳幹に 投射さ れ る直腸 枝 お よ び勝胱枝 の
求JL､性イ ン パ ル ス は腹庄反射
川) に 関与す ると 同 じ太 さ
の 線維群 (gr o up Ⅲ 線維) に よ ると 考え られ . ま
た痛覚伝達線維の 太 さと も 一 致す る23)‖. 骨 盤 神経 直
腸枝およ び膀胱枝 そ れぞ れ の 神経線維数 は不明で あ る
が . 刺激電極 を装着 し たそ れ ぞ れの 神経束を比較す る
と . 少くと も肉眼的 に は前者の 方が 2 ～ 3倍 線維数 が
多い ｡ 得ら れ た誘発電位で , 直腸 枝刺激 に よる 方が 一
般に その 振幅が 大き い と い う 結 果 は , 刺激し た末梢
神経 線 維数 が 多 い こ と に よ る も の と 考 えら れ
る .
骨盤神経の 直腸 枝 t 或 い は膜胱枝 を刺激 して 得ら れ
る誘発電位は , 橋 で は陽性単相 の も の が 殆 ん ど で あ
り , 延髄で は陽陰二相性の もの が 多か っ た . 初期陽性
期に関して , 石黒8)は細胞か ら記録 した と 推定さ れ る 誘
発単位発射が こ の 陽性相 に 一 致 した 発射を示す こ と よ
り . 後 シ ナ プ ス電位で ある と して い る . 末梢神経刺激
で 視床核か ら得ら れ た誘発電位 の 陽性相 に 関 し て ,
Cohe n
24)
は こ れ を後 シ ナ プ ス 電位 に . Ma rs chal125)
は内側毛帯 の 軸索 と終末部の 陽性 ス パ イ ク の 加重に よ
るものと し , Hu nt ら26)は神経 の い わ ゆ る "killed
end effect
'一
に 似 た状態に よ るもの か も しれ な い と し
て 意見の 一 致を み な い . 誘発電位 の 陽性相の み を と っ
て も, 脳幹網様体の 複雑な組織学的特徴 , お よ び多 シ
ナ プ ス系往闇)を考え る と種 々 の 可能性が考 え ら れ , そ
の 本態に つ い て の 結論 は得 られ な い .
骨盤神経直腸枝お よ び膀胱枝刺激 に よ る誘発 電位が
頻回刺激で 得ら れな く な り . 又 . 過 量 の 麻酔剤 や低体
温が誘発電位を非常に小さく す る . こ れ ら は骨盤神経
直腸枝及 び膀胱枝の 下位脳幹 へ の 投射 が多 シ ナ プ ス 性
で ある為に よ る もの と 考え られ る .
骨盤神経の 直腸枝 お よ び膀胱枝刺激 に よ る誘発電位
の 分布に差の 認 めら れ た部位 は . 延 髄 の 孤束核 , 前庭
神経内側核と三 叉 神経脊髄板の 間の 背外側網様体で あ
っ た . こ の 部位で は , 直腸枝刺激 に よ る誘発電位が 記
録された が
, 膀胱枝刺激 に よる も の は殆 ん ど得 られ な
か っ た
. 延髄背側部は , 従来排便機能 な ら び に 呼吸 機
能■に重要な役割を果す事が示さ れ て い る . Kop pa nyi
～9'
は大の 第四 脳室底 へ の 硫酸 コ デ イ ン の 塗布お よ び
迷走神経背側核 . 孤 束核を 含む部位 の 切戟前後の 中枢
性潟下剤 の投与実験 よ り迷走神経背側核及 び孤束核 を
含 む部位 は排便反射に 関係す る事 を証 明し た . Bo r ト
is o n & Wa ng
30)31)
は . 孤束近傍 が嘔吐機能 に 必 須
の 役割を果す こと を証明 し , ま た こ の 近 傍を電 気的に
刺激 して け い れ ん性の 呼吸反応を得て い る6)32)
延 髄管外側部以外の 部位 , 即 ち 延髄網様体腹外側
部, 腹内側部 , 背内側部 . お よ び橋吻側背外側網様体
で は , 両枝刺激 に よる誘発電位 がと も に 記録さ れ , そ
の 部位的局在 に 差 は認 め られ な か っ た . 直腸 枝 お よ び
勝胱枝の 刺激 に より最 も著明な誘発電位 が得 られ る延
髄腹外側網様体 は T hiele ら33) の V e ntr al c ollateq
r al ple xu s, Ro s si ら34) の n u cle u s r etic ula ris
late ralis に は ぼ d 致す る . こ の 部位は ま た骨盤神経腹
圧反射中枢り に あた り , 電気刺激 に よ り著明な勝胱収
縮 を生ず る部位 に 相当す る8) … 5)38). 石黒8)は 延髄 腹内
側網様体 の 刺激が膀胱運動に 抑制的に 作用す る こ と を
証 明 した . ま た Ro s si ら34)が 脊髄前側索 よ り 投射
す ると し た n u cle u s giga nto c ellula ris は こ の 部位
に 近 い と考 え られ る . Toku n aga21)が膀胱弛緩 中枢
と して い る部位 は こ れ より 背側 の 内側網様体 に位置す
る . 楕吻側背外側網様体 は W a ng ら36)が 電 気刺激
で 著明な膀胱収縮 を み た 部位 で あ り . Ba r ringto n
の 言 う排尿中枢37)に は ば 一 致する . こ れ らの 部位 で 直
腸 枝刺激に よ っ て も高電位の 誘発電位 を記録 し得る事
は , こ れ ら の 部位が排便反射に 対 して も重要 な役割を
果 して い る こ とが 推定さ れ る .
大内臓神経 に は後索 を上行する もの が か なり あ る と
さ れる
38 ト …
. 骨盤 神経 に 関 す る も の に つ い て も
Natha n ら
41) は後索 を通る求心系が膀胱 の 伸張を伝 え
ると い う臨床例 を報告 して い る . しか し山本 ら招)榔 は
ネ コ 頚髄後索正中郎 に お い て 勝胱の 拡張 に 同期する ス
パ イ ク を 記録 す る こ と に 成功 した が , こ れ を記 録す る
こ と は非常に 困難 で あり , そ の 線維の 数 の少 い こと を
示唆 して い る . 本実験 に お い て も後索核及 び内側毛帯
で は殆ん ど誘発電位 を記録す る こ と が で き なか っ た .
骨盤神経求心系 に は , 後索系の 関与 は側索系 より 少い
も の と 考え ら れ る .
山二村4) は骨盤神経直腸枝刺激 に よ る骨盤神経腹圧反
射 は, 同時に 勝胱枝 を刺激 す る こ と に より抑制 さ れ る
こ と を み て お り , 延 髄の 反射中枢で 直腸 枝. お よ び勝
胱枝求心系が互に 抑制的に 収赦し て い る可能性 も あ る
と 述 べ て い る . 本実験で は骨盤神経 の 両枝刺激 に よ る
誘発電位が延髄腹外側網様体で 相互 に 抑制さ れ る の が
認 め ら れ た . こ の 事実は , 尿意と便意が 区 別し て 感覚
さ れ , ま た多く の 動物が排尿と排便 を別個 に な し得 る
事実を説明す る か も しれ な い .
骨盤神経は . 骨盤内臓痛覚 をも伝達す る と さ れ るり
～
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3) 骨盤内臓器の 手術の 際経験さ れ る腹壁の 緊張 ,
腹圧の 上昇は . 一 種の 侵害的 な 刺激 に 対 す る 反射
と考え ら れ , こ の 反射 の 求JL､路 は痛 みの 求心 路と 同等
の もの と考え られ る2). 骨盤 内臓器の 痛 み は ,
一 般
に diffu s e で あ り . そ の 部位局在が は っ さ り し な
い . ま た尿意, お よび便意 が高度 と な る と痛 み に 似 た
不快感 さえ もよ おす . 骨盤神経 の 膀胱枝 . 並 び に 直腸
枝の 刺激に よる 反応 が . 多く の 場合同
一 部位 か ら得 ら
れる 事実は . 上記の 現象 を説明す る も の と言 え る ･
総 括
ガラ ミ ン 非勧化ネ コ の 骨盤神経直腸枝及 び膀胱枝を
それ ぞ れ電気刺激 し . 下位脳幹 で誘発電位 を記録 し
た .
骨盤神経直腸枝及 び膀胱枝 は , 遅 い 伝導速度 (23m
/s e c以下) を有し , 両枝と も , 橋吻側背外側 網様体 ･
延髄で は網様体腹外側臥 背側部お よ び腹内側部 に投
射し , 中部延髄 の 背外側部 , 孤束近傍で は時 に 直腸 枝
の 投射が優勢で あ る .
誘発電位の 大きさ より , 一 般 に 直腸枝 の 投射 が膀胱
枝の そ れ より 優勢 で ある が ∴延髄腹外側網様体 で は ･
両技の 投射問に 抑制的相互干渉が 認 め られ る ･
稿を終 る にあたり . 御指 軋 御校閲を賜わ っ た 恩師山
本信二郎教授 に深く感謝の 意を表し ます｡ ま た ･ 終 始御
指導 . 御助力 い た だ い た山本鉄郎 . 石黒健三 両博士 に感
謝致しま す.
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A bstr a ct
Pr ojectio n s of pelvic n e r v e affe r e nt$ (e spe cially r e ctal and v e sical br a nche s) w e re re･
c o rded by a v e r aged e v oked pote ntials in the lo w e rbrain ste m .
Co ndu ction v elo citie s of both br a n che s w e r e slo w (12p23m/s e c), a nd the fibe rs ap pea r ed
to belo ng to gr o up III.
Ma rked e v oked pote
■
ntials w e re re c o rdedin do rs olate r al r etic ula rfo r matio n of the rostral
po n s, a nd v e ntrolate r al. do r s al a nd v e ntro m edial r etic ula rfo r m atio n ofthe m edulla .
In do r s olate r al retic ula rfo r matio n ofthe middle m edulla, n e a rthe s olita ryfa s cicle, ho w-
e v e r, Pr Oje ctio n s of r e ctal br a n che s w e r e r e ma rkable, W he re a stho se of v e sicalo n e s w e r e
limited.
In ge n e r al, Pr Oje ctio ns of the re ctal br a n che s w e r e m o r edo min a nt tha n tho s e of the
V e Sic al on e s, and als o the r e w e r e r e ciproc alinhibition s noticed betw e e nboth affe r e nts･
